液体キセノンＴＰＣ重点レビュー
２００９／９／３於２０８会議室

1． 前回（４月？）に較べて格段の進展が見られたこと。

· 真空（到達真空度：１０－４～１０－６Ｐａ）

ＰＭＴのベース、ケーブルなどの存在で変わる？

· 液体の純化法（一部ガス化、純化、再液化）の確立

　　　　　完全自動化（？）が出来た？

· 純化された液体での蛍光信号の飽和の観測と電離信号の観測できた。

· 宇宙線ミュオンの入射方向の観測が出来た。

· 測定回路系の一部（ＦＥＴ，Ｃｆ，Ｒｆ）冷却と電極への配線の短縮によるノイズの削減が有効であった。

· ＡＳＩＣ（ＴＰＣのフロントエンド・エレクトロニクス）の試作に目途がついた。

　　　　ノイズ、ＥＮＣ～1000e＠５０ｐＦ

· 液化キセノン作成デモ器の製作とその利用法

今後の課題として検討することが望まれること。

· 真空についてはビルトアップの観測（リークの有無）、１気圧程度のガスによる間接ベーキング（＜１００度以下の間接焼きだし）の可能性の検討？

残留水蒸気の除去の検討

・上記の液体純化法は、完全な無人化運転が可能なことを示唆している。純化のスピードアップ（約１０倍）の検討。2倍にすることが計画されているが、それを早く片付けて次のステップに進むことを期待したい。

・単一電荷粒子による電離観測で飽和の観測（耐放電電圧を上げることも含む）。

・安定動作の増幅回路系を増やし、線源、及びミュオンを用いた各ﾊﾟｯﾄﾞの回路系（ゲイン、ノイズ）の較正法の確立（マーキュリーパルサーを絶対較正する）。

・液化キセノン製造デモ機の利用法の検討

　　　回路系、回路部品、その他等の低温特性、アウトガスの評価・測定。

・ＡＳＩＣの増幅系の上記雑音の大きさをさらに１／２に減らせると、汎用性が増えると思われますが、限界でしょうか？

